


要約:今回新たに計画された「胎児発育曲線の改訂版」の作成に当たり,その準備のため関

連情報の収集を行った。情報源として過去の報告書 1,2,3,4)を調査,必要に応じて新たに

解析を加え改訂版作成の資料とし次の情報が得られた。

1.出生体重の分布は正規分布といえる。即ち左右対称の分布を示し,右側(高値側)へ引き

づられた分布(歪み度+)ではない。

2.出生体重の標準偏差は在胎週数の進行に伴い増大する。

3,出生体重に有意な影響を及ぼす層別因子として,在胎週数,性別,多胎,分娩回数があげら

れる。

4.在胎週数の範囲を20～42%(23 水準)とした場合必要例数は約 5060 となるが,未熟児層で

の例数不足は免れない。


